
シリーズ シリーズ　宝塚通信Ｖol. ３
　

第
３
弾
と
な
る
今
回
の
宝
塚
通
信
で
は
、
大
洲
市
出
身
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
、

彩
風
咲
奈
さ
ん
（
雪
組
）
が
所
属
し
て
い
る
宝
塚
歌
劇
団
の
歴
史
や
、
組
織
な

ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

純
粋
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
物
語

　

阪
急
電
鉄
の
前
身
で
あ
る
箕
面
有
馬

電
気
軌
道
株
式
会
社
の
専
務
で
あ
っ
た

小
林
一い

ち

三ぞ
う

氏
は
、「
家
族
全
員
で
楽
し

め
る
娯
楽
施
設
を
」
と
の
思
い
か
ら
、

１
９
１
３
年
に
宝
塚
唱
歌
隊
を
創
設

し
、
現
在
の
宝
塚
歌
劇
団
の
基
礎
を
形

成
し
ま
し
た
。

　

小
林
氏
が
残
し
た
言
葉
「
清
く　

正

し
く　

美
し
く
」
は
、
現
在
も
宝
塚
歌

劇
団
の
教
訓
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
理
念
は
舞
台
に
立
つ
出
演

者
だ
け
で
は
な
く
、
作
品
の
制
作
で
も

大
切
に
さ
れ
て
い
て
、
全
て
の
来
場
者

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
提
供
し
、
最
高

の
作
品
を
演
出
す
る
上
で
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

宝
塚
に
携
わ
る
者
た
ち

　

現
在
、
宝
塚
歌
劇
団
は
団
員
（
タ
カ

ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
）
や
脚
本
家
、
音
楽
家
、

舞
台
美
術
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
５
０
０

人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
道
具
や
衣
装
製
作
、
舞
台
運
営
に

携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
る
と
、
総
勢

₁₉₀₇年　箕面有馬電気軌道株式会社設立
₁₉₁₃年　宝塚唱歌隊として発足
₁₉₁₄年　宝塚少女歌劇第１回公演
₁₉₁₉年　宝塚音楽歌劇学校設立
₁₉₂₄年　（旧）宝塚大劇場開場
₁₉₃₄年　（旧）東京宝塚劇場開場

～宝塚歌劇の歩み～

₁₉₃₈年　初の海外公演（ドイツ・ポーランド・イタリア）
₁₉₆₇年　初のブロードウェイ・ミュージカル『オクラホマ！』上演
₁₉₇₄年　『ベルサイユのばら』初演
₁₉₉₃年　（新）宝塚大劇場開場
₂₀₀₁年　（新）東京宝塚劇場開場
₂₀₀₄年　宝塚歌劇₉₀周年

９
０
０
人
以
上
の
協
力
に
よ
っ
て
公
演

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

夢
の
場
所
で
あ
る
宝
塚
歌
劇
の
舞
台

に
立
つ
た
め
に
は
、
必
ず
宝
塚
音
楽
学

校
を
卒
業
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
毎

年
、
全
国
各
地
か
ら
数
千
人
も
の
入
学

希
望
者
が
集
ま
り
、
狭
き
門
を
目
指
し

て
競
い
合
い
ま
す
。愛
媛
県
内
か
ら
も
、

毎
年
入
学
希
望
者
の
応
募
が
あ
り
、
そ

の
人
気
の
高
さ
を
計
り
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

宝
塚
音
楽
学
校
入
学
後
は
、
演
劇
・

音
楽
・
ダ
ン
ス
な
ど
２
年
間
か
け
て
勉

強
し
、
そ
の
後
、
宝
塚
歌
劇
団
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
か
ら
世
界
へ

　

国
内
で
は
、
兵
庫
県
の
「
宝
塚
大
劇

場
」、
東
京
都
の
「
東
京
宝
塚
劇
場
」

を
主
な
公
演
会
場
と
し
て
、
そ
の
他
の

劇
場
も
含
め
、
年
間
で
約
１
５
０
０
回

の
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

宝
塚
歌
劇
団
の
人
気
は
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
１
９
３
８
年
の
海
外
初
公
演

を
機
に
活
動
の
場
を
海
外
へ
広
げ
、
そ

の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

～宝塚歌劇団の歴史を振り返る～
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個
性
派
ぞ
ろ
い
の
出
演
者
た
ち

　

宝
塚
歌
劇
団
は
、
花
組
・
月
組
・
雪

組
・
星
組
・
宙そ

ら

組
と
分
か
れ
て
い
て
、

最
初
に
結
成
さ
れ
た
の
が
花
組
と
月
組

（
１
９
２
１
年
）、
そ
し
て
最
も
新
し
く

結
成
さ
れ
た
の
が
宙
組（
１
９
９
８
年
）

で
す
。

　

５
つ
の
組
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
80
人
前

後
の
出
演
者
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
各

組
に
は
男
役
娘
役
の
主
演
ス
タ
ー
が
存

在
し
、
２
人
を
中
心
と
し
た
演
技
を
お

客
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
。
雪
組
で
は
現

在
、壮そ

う

一か
ず

帆ほ

さ
ん
が
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
を
、

愛ま
な

加か

あ
ゆ
さ
ん
が
ト
ッ
プ
娘
役
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
組
の
ほ
か
に
専
科
と
い
う

ど
の
組
に
も
属
さ
ず
、
歌
や
ダ
ン
ス
な

ど
特
定
分
野
に
秀
で
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
が
集
ま
る
集
団
も
存
在
し
ま
す
。
各

組
の
公
演
へ
必
要
に
応
じ
て
特
別
出
演

す
る
な
ど
、
作
品
を
引
き
締
め
、
よ
り

奥
深
い
も
の
に
し
て
い
く
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

宝
塚
歌
劇
団
を
退
団
し
た
多
く
の
女

優
は
、公
演
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

現
在
で
も
、
日
本
の
映
画
・
舞
台
・
テ

レ
ビ
な
ど
の
各
分
野
で
活
躍
を
続
け
て

い
ま
す
。

大洲市出身のタカラジェンヌ

　雪組　彩
あ や

風
か ぜ

　咲
さ き

奈
な

  さん

彩風咲奈さんからのメッセージ

　大洲のみなさん、お元気ですか。宝塚歌劇団雪組の
彩風咲奈です。
　新年度が始まり、新たな生活をスタートさせている
人も多いのではないでしょうか。
　今年は私にとって、新人公演の舞台に立てる最後の
年になります。初めて舞台に立ったあの日から今まで、
本当にたくさんのことを学ばせていただき、充実した
日々を送ることができています。思い出ある新人公演
の舞台に立てなくなることは、もちろん寂しいことで
すが、全国各地から見に来てくださるお客様の笑顔の
ためにも、残り全ての公演を全力で頑張りたいと思い
ます。
　今後、一人でも多くのみなさんに劇場へ足を運んで
いただき、夢や感動を与えられる公演を披露できるよ
う、一生懸命稽古に励んでいきます。
　みなさんの温かい応援をよろしくお願いします。

夢
を
、
そ
し
て
感
動
を

　

宝
塚
歌
劇
は
、
す
べ
て
男
性
だ
け
で

演
じ
る
歌
舞
伎
や
能
と
対
比
し
て
論
じ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歌
舞
伎
や

能
と
異
な
り
、日
本
の
伝
統
劇
の
形
式
・

精
密
さ
と
、
西
洋
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

躍
動
感
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融
合
さ
せ
た

夢
の
よ
う
な
世
界
が
、
宝
塚
歌
劇
の
特

長
で
あ
り
人
を
惹
き
つ
け
る
最
大
の
魅

力
で
す
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
華
や
か
で
フ
ァ
ン

タ
ジ
ッ
ク
な
こ
の
世
界
観
は
、
日
本
の

フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
人
た

ち
に
感
動
を
与
え
、
さ
ら
な
る
輝
き
を

放
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

世
界
で
も
数
少
な
い
、
出
演
者
が
女

性
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
劇
団
・
宝
塚
歌

劇
団
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

て
き
た
背
景
に
は
、
常
に
新
境
地
を
切

り
開
き
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
劇
場
で
豪

華
絢
爛
な
ス
テ
ー
ジ
と
出
演
者
た
ち
の

輝
き
、
そ
し
て
感
動
を
味
わ
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

き
っ
と
そ
こ
に
は
、「
す
ご
い
」「
ま

た
見
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
世
界
が

待
っ
て
い
ま
す
。
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文化財

天
てん

神
じん

社
じゃ

のアオネカズラ
大洲市指定天然記念物
天神社所有

　アオネカズラは、冬
とう

緑
りょく

性
せい

（夏に落葉し、秋から
冬にかけて葉が開く性質）のシダ植物で、樹木の
幹や岩の上などに繁殖します。青

せいりょくしょく

緑色の根
こん

茎
けい

が岩
の表面などを長く這

は

う様子から、和名で表示する
と「青

あお

根
ね

葛
かずら

」となります。
　根茎は径 ４ ～ 5 ㎜とやや肉厚で、枝分かれして
まばらに葉をつけます。淡緑色で少し厚手の葉は
長さ20㎝程になり、羽状に深く裂けて両面がビロ
ード状の毛で覆われます。
　本種は関東以西の本州、九州、四国に分布して
いて、大洲市内でも所々に分布が見られますが、
天神社（河辺町）付近に最も多く群生している貴
重な植物です。

（昭和5６年 3 月10日指定）

シリーズ

野　鳥

アジサシ（鰺刺）
チドリ目カモメ科
大きさ35㎝

　春に南半球から北半球の繁殖地に向かう途中、日
本にやって来るカモメの仲間です。その中でもアジサ
シ類は長距離を移動するため、体つきがスマートで比
較的小さい分類に入ります。群で行動していますが、
嵐の後などは、単独で海から離れた内陸部の河川で
も観察されることがあります。獲物の小魚（アジ）を
見つけると、突き刺すようにダイビングして捕らえる
ことから、アジサシと名前が付いたようです。
　一昔前の漁師は、アジサシの到来で春の訪れを
知り、アジサシが去っていく頃、夏の終わりを感
じていたようです。しかし、最近は個体数も減り、
そのような風物詩は遠い夢物語になりそうです。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

がんばる大洲企業
　

弊
店
は
平
成
12
年
に
創
業
し
、
現
在

は
４
人
の
従
業
員
で
、
主
力
商
品
で
あ

る
﹁
じ
ゃ
こ
て
ん
﹂﹁
野
菜
入
り
じ
ゃ

こ
て
ん
﹂
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

商
品
は
本
店
で
生
産
し
、
そ
れ
を
た

い
き
産
直
市
愛
た
い
菜
や
市
外
の
施
設

な
ど
３
箇
所
で
販
売
し
ま
す
。
良
質
な

商
品
を
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提

に
、
販
路
拡
大
を
図
る
よ
り
も
現
状
に

合
っ
た
販
売
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

作
業
工
程
で
最
も
気
を
付
け
る
こ
と

は
、
す
り
身
の
材
料
と
な
る
魚
の
鮮
度

管
理
と
、
す
り
身
を
寝
か
す
時
間
の
調

整
で
す
。
商
品
の
良
し
悪
し
に
大
き
く

関
わ
る
の
で
、
素
材
の
良
さ
を
そ
の
ま

ま
生
か
せ
る
よ
う
に
、
弊
店
独
自
の
徹

底
し
た
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

じ
ゃ
こ
て
ん
や
下
坂

～
素
材
の
良
さ
を
そ
の
ま
ま
お
客
様
へ
届
け
た
い
～

▽
所
在
地　

大
洲
市
長
浜
町
櫛
生

　
　
　
　
　

乙
２
３
５
︱

１

▽
電　

話　

�
０
０
６
６

　

材
料
の
管
理
や
揚
げ
る
際
の
火
の
通

し
加
減
な
ど
、
ど
の
作
業
も
気
が
抜
け

ま
せ
ん
が
、や
は
り
お
客
様
か
ら
の﹁
お

い
し
い
﹂
が
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま

す
。
弊
店
の
商
品
を
食
べ
、
笑
顔
に
な

る
姿
を
見
る
と
、
販
売
業
の
や
り
が
い

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に

参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
と
触
れ

合
う
こ
と
で
、
楽
し
く
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
笑
顔
を
増
や

す
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
安
全

安
心
で
、
味
・
食
感
と
も
に
自
信
の
あ

る
弊
店
の
商
品
を
、
ま
ず
は
一
度
、
食

べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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まちのわだい

元気に育ってね
～稚アユ放流～

河辺の新たな春の催し
～河辺ふるさと公園さくら祭り～

　肱川での豊漁とうかいの成功を目的に、稚アユの放
流が肱川如法寺河原で行われました。
　この日は雲一つない青空で、約５万尾（およそ100
キログラム）の稚アユ放流のため、肱南保育所から25
人の園児が招かれました。園児たちは、「大きく育っ
てね」と声をかけながら、バケツに入れてもらった稚
アユを、優しく川に放していました。
　今年の稚アユは例年より大きく、６月の漁解禁頃に
なると20センチ前後に成長するそうです。

　「河辺地区にも春の行事を」との声を受け、ふるさ
と公園管理者のゆうとぴあ河辺が中心となり、河辺ふ
るさと公園さくら祭りを開催しました。
　会場では、猪鍋の無料配布や地元特産品、お花見弁
当などが用意されたほか、春のフォト撮影会や大正琴
の演奏などもあり、会場は終始盛り上がりました。
　当日は気持ちの良い陽気で、桜も満開になり、お花
見にも適した最高の一日となりました。

3 月30日㈯

4 月16日㈫

大空に泳ぐ鯉のぼりのように
～大川鯉のぼり川渡し～

龍馬の見た風景を感じて
～第 3 回龍馬脱藩の川下り＆ウォーキング～

　地域の宝である子どもたちの健やかな成長と、地域
の活性化を願って、「第 ６回大川鯉のぼり祭」が開催
されました。
　会場では、親子稚アユ放流体験や肱ガーラＢＡＲＩ
バンドによる琉球民謡・島唄演奏などが行われ、家族
連れなど多くの人でにぎわいました。
　 2本のワイヤーに設置された約200匹の鯉のぼり
は、爽やかな風が吹く中、気持ち良さそうに泳いでい
ました。

　文久 2年（1８６2）、坂本龍
りょう

馬
ま

と沢村惣
そうのじょう

之丞が脱藩の
際に、長浜へ立ち寄り一泊したという史実を疑似体験
してみようと、第 3回龍馬脱藩の川下り＆ウォーキン
グが開催されました。
　当日は天候が危ぶまれましたが、川下りに20人、
ウォーキングに110人が参加しました。
　参加者たちは、幕末の偉人が残した足跡に思いをは
せながら、脱藩の道を楽しんでいました。

4 月20日㈯

5 月 3 日㈮
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